



















































































































































































　以上のように、サムスンは M&A も BtoB もポートフォ
リオが非常に明確です。そのため、社内に浸透しやすい。
それに対して、日本企業ではポートフォリオが非常に分か
りにくいと言えるでしょう。既述したように BtoB も、組
織改革と一体化して動いています。それから現地化製品で
す。サムスンの現地情報の収集とデータ分析は非常に蓄積
度が高い。
　また、中国のようなところでは品質よりもブランド、ソ
フト、デザインコンテンツが重視されているため、それら
ソフトを重視した戦略を展開しています。そしてモジュー
ル製品によるスピードアップです。こういったところを目
指して、今ハイアールは追いかけています。
　サムスンの優れた点は、日本企業でも取り入れようと思
えばすぐに取り入れられるはずですが、そこが旧態依然と
しています。サムスンが、20数万人という大組織にもかか
わらず意思決定が早いのはなぜか、そういったことを一つ
一つ学ぶべきではないかと思っています。
